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研究成果の概要（和文）：　人々は多かれ少なかれ，自分の行動は他の人の利害へ影響を与え，また他の人の行
動は自分の利害へ影響を与える，いわゆる戦略的環境にある．本研究は次の３つの戦略的環境について考察し
た．第一に，１人対多人数が敵対し合う戦略的環境，第二に，正の外部性と敵対関係が人々の間に交錯する戦略
的環境，第三に，階層構造をもつ戦略的環境である．これら３つの戦略的環境に対して，どのような理論予測を
用いればよいか，それをどのように導出すればよいかについて考察し，解答を与えた．

研究成果の概要（英文）：　The project studies the following three strategic situations. i) team vs. 
adversary games ii) games with a hierarchal structure among players iii) games with a positive 
spillover network and a conflict network. The project answers the questions on how to predict such 
situations.

研究分野： ゲーム理論

キーワード： ポテンシャルゲーム
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
人々は多かれ少なかれ，自分の行動は他

の人の利害へ影響を与え，また他の人の行
動は自分の利害へ影響を与える，いわゆる
戦略的環境にある．本研究は，さまざまな
戦略的環境に対して，どのような理論予測
を用いればよいか，それをどのように導出
すればよいかについて考察するものである． 

 
２．研究の目的 
 
 次の３つの戦略的環境に理論予測を与え
ることを目的とした． 
 
(1)１人対多数で敵対する戦略的環境に対す
る理論予測 
 
１人の上司と多数の部下，１つの政府と

多数の国民というように，１人対多人数か
らなる人間関係・組織構造がある．本研究
は，その両者の間で敵対し合う戦略的環境
を考察した． 
このような戦略的環境には，一般に複数

のナッシュ均衡が存在するため，どのナッ
シュ均衡が理論予測としてもっともらしい
か明確でない場合がある．そのような場合
において，もっともらしい理論予測を与え
ることが本研究課題の目的である． 
 
 
(2)正の外部性と敵対関係が人々の間に交錯
する戦略的環境に対する理論予測 
 
人々の活動には，教育や研究開発のよう

に，他者へ正の外部性を及ぼし合うような
活動（バターの生産）もあれば，武器の保
有や広告のように，相手がいなければ不要
だが，相手がいるがゆえに，他者と競うた
めに必要な活動（武器の生産）がある． 
このような活動の他者への影響の強さは

他者へ一律に与えるばかりでない．正の外
部性をもつ活動の場合，地理的近さやコミ
ュニケーションの頻度によって異なる．ま
た，競い合うための活動も，相手に影響を
与えるかは両者の関係による．このような
状況に理論予測を与えることが目的である． 
 
 
(3)階層構造をもつ戦略的環境に対する理論
予測 
 
人々は多かれ少なかれ，自分の行動は他

の人の利害へ影響を与え，また他の人の行
動は自分の利害へ影響を与える，いわゆる
戦略的環境にある．その環境において，お
互いに影響を与え合う早さは，すべての人
が一律にというわけでなく，人間関係，組
織，社会，国の違いなど，物理的な距離，
心的な距離により時間差がある場合が多い．

例えば，日本に住む人の行動は日本に住む
他の人の選択へ影響を与えるまでの時間の
ほうが，アメリカに住む人の選択へ影響を
与える時間よりも早く，逆は逆であろう．
このような環境に理論予測を与えることが
目的である． 
 
 
３．研究の方法 
 
２．の研究目的のために，本研究は次の問
いを考察することで研究した． 
 
(1) １人対多数で敵対する戦略的環境に対
する理論予測 
 
 本研究では，戦略的環境におけるもっと
もらしい理論予測の基準として，Kajii & 
Morris (1997, Econometirca)と Morris & Ui 
(2005, Journal of Economic Theory) により提
案されている非完備情報に対する頑健性に
注目した．そして，次の問いを考察した． 
 
【問１】 
１人対多数で敵対する戦略的環境において
どのような理論予測が比完備情報に対して 
頑健であるか． 
 
 この問いに答えるために，鞍関数という
新たな概念を定義した． 
 
 
(2) 正の外部性と敵対関係が人々の間に交
錯する戦略的環境に対する理論予測 

 
【問２】 
正の外部性を及ぼし合う関係と敵対関係が
人々の間で交錯する戦略的環境にどのよう
に理論予測を与えればよいか． 
 
 この問いに答えるために，正の外部性を
及ぼし合う関係を正のネットワーク，敵対
関係を負のネットワークとして定式化した．
そして，ネットワークゲームに関する先行
研究と研究(1) の知見を用いて答えへ迫っ
た． 
 
 
(3) 階層構造をもつ戦略的環境に対する理
論予測 
 
【問３】 
a) 階層構造をもつ戦略的環境において

人々が長期的に関わり合う状況を分析
した時，どのような理論予測を用いれば
よいか． 

b) その理論予測をどのように与えられる
か． 

 



 a)の問いに答えを当たるために，影響を
与える時間差を階層構造で表現し，階層構
造をもつ戦略環境における人々の行動調整
プロセスを，階層構造下での最適反応経路
として定式化した．b) の問いに答えを与え
るために，入れ子式特性関数という新たな
概念を定義した． 
 
４．研究成果 
 
 ３で定式化した問いに対して，それぞれ
次の解答を与え，論文を公表したことが研
究成果である． 
 
(1) １人対多数で敵対する戦略的環境に対
する理論予測 
 
【解答１】 
１人対多数で敵対する戦略的環境には鞍関
数が存在する．その鞍関数の maximin 値以
上の鞍関数値をもつ相関均衡は非完備情報
に対して頑健である． 
 
 本結果を “Saddle Functions and 
Robust Sets of Equilibria”としてまとめ
た． 
  
 
(2) 正の外部性と敵対関係が人々の間に交
錯する戦略的環境に対する理論予測 
 
【解答２】 
正のネットワークと負のネットワークのあ
る戦略的環境から，鞍関数を見出すことが
できる．その鞍点を理論予測として用いれ
ばよい． 
 
 本結果を “When Conflict Pays: 
Networks of Neighbors and Enemies”とし
てまとめた． 
 
 
(3) 階層構造をもつ戦略的環境に対する理
論予測 
 
【解答３】 
a) 階層構造下で最適反応経路が収束する
先を理論予測とするとよい． 
b) 分析したい戦略的環境に入れ子式特性
ポテンシャルが存在するならば，ナッシュ
均衡を導出し，それを理論予測とすればよ
い． 
 
 本結果を “Hierarchical 
Adaptations”としてまとめた． 
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